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報恩講とは、宗祖親鸞聖人のご遺徳を偲

び、そのご苦労を通じて、阿弥陀如来のご

本願によるお救いをあらためて心に深く味

わわせていただく浄土真宗で最も大切な法

要です。 

親鸞聖人の三十三回忌のご法要にあたり、

本願寺第三代宗主覚如上人がそのご遺徳を

讃仰するため『報恩講私記』を制作され、

以来、聖人のご命日の法要は報恩講とし

て、大切にお勤めされています。 
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貴重な文化財である鴻之間で、僧侶

が本願寺や書院の歴史に触れながら

お斎の由来を説明いたします。 

また、配膳などのご接待をされるの

は、本願寺御用達商である開明社社

員の方々です。 
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御正忌報恩講のお斎でし
か味わうことのできない
「鞍掛饅頭 (くらかけまん

じゅう)」 


